

































“The Edge of Infinity” 
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作品の上映は、「to the edge of universe」、「constituent of universe」および「beyond the edge」の
全 3部から構成された。




































アートピアが行なった観客へのアンケート集計結果は、両日で 207名中、167名 (約 81%)が「良かっ
た」「まあ良かった」との回答で概ね好感触であったと考える。
6.3　観客のコメント（抜粋）
＊ 素晴らしい体験でした。またお願いします。
＊ プラネタリウムという空間を使っての演出に無限の可能性を感じた。映像によって平面にも立体に
も見えるのが、面白かった。
＊ 音と映像のコラボレーションが迫力があってすごい思いました。今までにないタイプのプラネタリ
ウムテーマでワクワクしました。またこの様な企画があれば見たいです。
＊ ものすごく良かったです。音も映像も人生で一番印象に残るプラネタリウムでした。感動しました。
またやって下さい。
＊ 宇宙についての生解説分かり易く映像と音と不思議な世界を初めて体感できて面白かった。また観
たい。
＊ 極上の映像体験でした、宇宙の解説も知らなかった事が多く勉強になりました。ぜひまた再演を！
＊ プラネタリウムでこんなことも出来るんだ！！企画する方々は大変なご苦労だと思いますが、ぜひ
また開催して欲しいです。久しぶりに心地良い空間を楽しめました。
＊ 音量が大きすぎる。
井藤助教と毛利主任学芸員の作品  真下氏の作品
上芝准教授の作品 カール教授と ucnv氏の作品
76.4　参加教員のコメント
カール・ストーン：
名古屋市科学館プラネタリウムは、最新の技術を用い、一見境界がないように思える広大な多元的
宇宙の不合理さを熟考する事に想いを巡らせる素晴らしい場所です。プラネタリウムは同時に、恰も
我々が胎内にいるかのようにこの広大さをシミュレーションしてくれます。作曲家としてはずっとマ
ルチチャンネルに魅せられ、また他の分野のアーティストとのコラボレーションも楽しんでいます。
このプロジェクトは、科学とアートの融合という新鮮な環境が、様々な事を可能にし、大変楽しい試
みでした。
上芝智裕：
今回の映像音響作品を制作するにあたって、何度か科学館の日常業務を拝見する機会がありました。
世界一の規模を誇るドーム映像において、様々な制約がある過酷な制作環境であるにもかかわらず、
学芸員の皆さんが映像品質に徹底的に拘って調整作業をされておりました。そのようなお姿を拝見し、
科学の分野の皆様のほうがアーティスト以上に芸術的ではないかと感心した次第です。このような素
晴らしい機会を与えてくださった皆様に感謝申し上げます。
井藤雄一：
私の研究／制作のなかで作業量も含めて一番大きな作品で、制作にあたりたくさんの困難がありま
した。しかし、主任学芸員の毛利さんとのコラボレーションがとても刺激的で制作の後押しとなり、
無事作品を完成させることができました。私にとってはこれまでの集大成とも言える作品をたくさん
の方にご鑑賞いただき嬉しく思います。この経験を基に、より良い研究や作品制作に邁進してきます。
７．今後の研究について
観客には我々の意図していた映像音響によるプラネタリウムでの今までにはない新たな表現の可能性
を感じていただけたと考える。ただアンケートによると音量や映像には好みがあり、否定的な意見も見
受けられた。そのことについては今後の参考にしていきたい。しかしながら、ドーム映像とマルチチャ
ンネル音響による映像音響作品への没入感は非常に強く、今回のコラボレーションにより映像音響や
VRの表現手法研究のひとつの成果を発表することができたと考えている。
プラネタリウムという特別なシステムを用いたメディアアート作品の制作研究を経てメディア工学技
術を用いた表現の可能性が広がったと考える。特に、ドーム映像の裸眼での立体映像表現にはまだ発展
の余地があり、引き続き研究を行って行く所存である。今後もさらに天文学とメディアアートの融合、
日々進化する工学テクノロジーを用いてのアート表現を深めていき、メディア工学技術を用いた芸術表
現に利用できるよう研究を進めていきたい。
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